日光市民病院後期研修プログラム

2007年11月

Iプログラムの名称　

シニア研修1年、2年プログラム

IIはじめに

自治医科大学地域医療後期研修プログラムの地域研修に対応する目的で作成。地域医療の現場で、地域医療に必要とされる知識、技術等を実践的に習得する事を目的とする。

III対象

自治医科大学地域医療後期研修プログラム研修医

IV修了年限　

1年0か月　または2年

V研修のゴール　

地域病院において中心スタッフとして、他の医師と協力して診療にあたる事ができる。へき地診療所の診療支援などに対応できる。地域の特性を理解した診療を行うことができる。

VI研修目標

　外来診療、入院診療とも、概ね一人で診療を安定して行う事ができる。

他の医師やコメディカルスタッフと適切な協力関係を構築できる。

腹部超音波、上部消化管内視鏡検査を一人で行うことができる。

困難例をのぞく下部消化管検査をなんとか一人で行う事ができる。

救急処置を適切かつ、冷静に行うことができる。

救急車での同乗搬送に対応できる。

人工透析患者の急変時の管理ができる。

診療所外来で要求される多分野のプライマリーケア技能を身につける。

在宅患者の訪問診療を行い、自宅療養をマネージメントできる。

家庭や地域の特性を考慮して診療を行うことができる。

VII資源

1． 指導者

研修責任者・病院管理者　木下順二　（日本内科学会認定内科専門医）

病院長　小池宏明

老健にっこう施設長・内科医師　升森隆

内科医師　栗原理

2． 研修施設　

日光市民病院（無医地区巡回診療を含む）、介護老人保健施設にっこう

日光市立奥日光診療所

VIII研修スケジュール

・段階的に外来診療や当直に組み込む。2年コースの場合は、継続的な外来患者管理を学ぶため再診外来も担当する。

・検査は週2コマ程度を受け持ちとし、初期の3ヶ月程度で上部内視鏡検査の基本を習得する事を目指す。上部内視鏡習得の状況を見ながら、大腸内視鏡検査も2年間で基本手技を習得できる事を目指す。

・上部消化管内視鏡検査の習得状況に応じて、内視鏡治療（止血術、静脈瘤結紮術）、胃瘻増設などの補助→術者。

・PTGBD、PTCD、胸腔ドレーン留置など内科系の侵襲的手技の補助→術者。

・個人の希望によっては、産婦人科、小児科、整形外科、人工透析など当院で行っている診療について研修に組み込むことが可能である。

・診療所代診、巡回診療など、へき地医療についても体験、参加する機会を設ける。特に診療所勤務についての興味がある場合は、奥日光診療所での研修も可能。

・地域医療振興協会の研修医との交流や、自治医科大学付属病院ジュニアレジデントを指導する機会を設ける。

IX評価と修了認定

修了認定は、評価者による面接、研修医の自己評価などにより行います。

Ｘこのプログラムの特徴

当院では内科が専門分化しておらず、各科の垣根も低い地域病院において総合的な診療能力の向上が期待できる。また老人保健施設や、へき地診療所、巡回診療、訪問診療といった多彩な場面において研修する事で、家庭や地域の特性を考えながら診療する態度を身につける事ができる。

